
 

 

＜別 紙＞ 
 

１. バイオガスＣＤＭプロジェクトの概要 

（１）事 業 会 社：キャッサバ・ウエースト・ツー・エナジー社 

          （英語名：Cassava Waste To Energy Co.,Ltd.） 

（２）本社所在地：タイ国・バンコク 

（３）事 業 内 容：タピオカ澱粉製造工場の有機排水から発生するメタンを回収し、

バイオガスとして同工場の燃料として販売 

（４）出 資 者：豊田通商株式会社 約 61％ 

          ｸﾘｰﾝ･ｴﾅｼﾞｰ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ社（タイ）約20％ 

  東京電力株式会社：約19％ 

（５）資 本 金：１億1,921万タイ・バーツ 

（日本円換算：約４億3,000万円※） ※１ﾊﾞｰﾂ=3.6円で換算          

（６）炭素ｸﾚｼﾞｯﾄ獲得量：豊田通商株式会社 2012 年 12 月までに合計約 33.8 万トン 

（年間約5.6万トン） 

           東京電力株式会社 2012 年 12 月までに合計約 22.6 万トン 

（年間約3.8万トン） 

（参考）事業期間：2007年２月～2018年 12月（予定） 

 

 

２. プロジェクトスキーム 
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３．メタン回収・販売スキーム 

 

【従来】                【今回のプロジェクト】 

 

 

４．プロジェクト位置図 

 

以 上 

キャッサバ加工用キャッサバ加工用
既設ボイラー既設ボイラー

既存の既存の
廃水処理池廃水処理池

重油重油

有有
機機
排排
水水

メタンメタン

タピオカ澱粉タピオカ澱粉
製造工場製造工場

キャッサバ加工用キャッサバ加工用
既設ボイラー既設ボイラー

既存の既存の
廃水処理池廃水処理池

重油重油

有有
機機
排排
水水

メタンメタン

タピオカ澱粉タピオカ澱粉
製造工場製造工場

（参考）メタン回収設備 




